
２０１９．３ 人口と世帯３１年３月１日現在

総人口 908人
男 440人
女 468人

世帯数 408世帯

１９１

2131-1

３月号の主な内容

３月３日に福祉と健康の集い

が開催され、立川談慶さん

による講演が行われました。
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平成31年度予算平成31年度予算

前年対比 4.2％増

32,202
千円

47,901
千円

3,201千円

1,200千円

自主財源283,228千円(17.32％) 依存財源1,351,772千円(82.68％)

村税

84,504千円

財産収入
21,236千円

諸収入
35,752千円

使用料及び手数料
19,796千円

繰越金
46,000千円
寄付金
55,800千円

地方交付税
850,000千円

県支出金
150,142千円
県支出金
150,142千円

村債
209,400千円

国庫支出金
101,668千円
国庫支出金
101,668千円

ゴルフ場利用税交付金
3,300千円

地方譲与税 15,881千円
地方消費税交付金 18,200千円
自動車取得税交付金 2,500千円
利子割交付金 120千円
地方特例交付金 10千円
配当割交付金 250千円
株式等譲渡所得割付金交付金 300千円
交通安全対策特別交付金 1千円

分担金及び負担金
975千円

繰入金
19,165千円

1,635,000千円

村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会

計
予
算
他
六
特
別
会
計
予
算
が
去

る
３
月
１９
日
、
村
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
で
は
、
第
５
次
総

合
計
画
、
総
合
戦
略
の
目
標
達
成
に

向
け
て
、
引
き
続
き
産
業
振
興
に
つ

な
げ
る
林
業
基
盤
整
備
の
継
続
を
は

じ
め
、
新
た
に
、
平
成
３２
年
度
開
校

を
目
指
す
義
務
教
育
学
校
準
備
事

業
、
移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
地
域
活

性
化
対
策
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
や

高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
全
額
無

料
化
な
ど
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
加

え
、
村
道
改
良
工
事
、
茶
臼
山
観
光

施
設
整
備
、
水
害
発
生
を
防
ぐ
た
め

の
河
畔
林
整
備
等
を
計
画
し
、
前
年

度
と
比
較
し
て
４
・
２
％
増
の
総
額

で
１６
億
３
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。例

年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は

平
成
３０
年
度
と
比
較
し
て
１
・
１
％

増
額
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に

お
い
て
は
、
平
成
３０
年
度
の
普
通
交

付
税
実
績
額
と
比
べ
約
１０
・
９
％
減

の
８
億
円
と
見
積
も
っ
た
予
算
編
成

と
し
て
い
ま
す
。

村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財
源

は
２
億
８
３
２
２
万
円
余
（
１７
・
３

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度

の
実
績
見
込
等
か
ら
４
７
０
万
円
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税

を
除
き
５
億
１
７
７
万
円
余
で
、
国

県
支
出
金
が
２
億
５
１
８
１
万
円

余
（
１５
・
４
％
）、
村
債
に
つ
い
て

は
、
学
校
施
設
環
境
整
備
事
業
、
林

道
開
設
工
事
等
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
前
年
比
８
・
７
％
増
の
２
億
９

４
０
万
円
（
１２
・
８
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

目
的
別
に
見
ま
す
と
、
経
年
劣
化

し
て
い
る
林
道
開
設
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
含
む
農
林
水
産
業
費
が
３

億
５
１
１
８
万
円
余
（
２１
・
５
％
）、

次
い
で
総
務
費
３
億
０
９
９
６
万

円
余
（
１９
・
０
％
）、
公
債
費
（
定

期
償
還
分
）
が
２
億
６
１
９
０
万
円

余
（
１６
・
０
％
）
以
下
、
教
育
費
、

民
生
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、
普
通

建
設
事
業
費
が
３
億
５
９
８
０
万

円
余
（
２２
・
０
％
）、
物
件
費
が
３

億
６
９
４
万
円
余
（
１８
・
８
％
）、

次
い
で
人
件
費
、補
助
費
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
（

）
は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お

け
る
構
成
比

歳歳歳

出出

歳歳歳

入入



平成３１年３月３１日（３） 広 報 ね ば 第１９１号

平 成 ３１ 年 度 の 主 な 新 規 事 業
事 業 の 概 要実 施 事 業区 分

村外からの就業者確保、外部指導者による村内産業の維持・地域資源を活かした
新たな産業の創出に向かって地域活性化を目指します。

（新）トライアルハウス運営事業

総務費

移住イベントの開催、情報発信、移住希望者と地域とのマッチング等を行う人材
を確保し、村への移住者増加を目指します。

（新）移住コーディネータ事業

村の魅力、特産品等の情報発信を充実させ、より多くの方にＰＲし、関係人口増加
を目指します。

（新）地域おこし協力隊経費

都市部企業の社員と連携して、地域資源を活用した村内での新たな雇用の場の創出
と村外への営業等を行い、村の新たな可能性を見いだしていきます。

（新）地域おこし企業人関係経費

消費税率の引上げが予定される中、低所得者や子育て世帯に与える影響を緩和し、
地域における消費を喚起する目的に事業が実施されます。

（新）プレミアム付商品券発行事業民生費

昭和４７年４月から昭和５４年３月生まれの男性を対象に抗体検査受けていただき、
抗体が不十分な方に予防接種を受けていただきます。

（新）風しん対策事業

衛生費
訪問系介護サービスの確保を図るため、サービス事業者の長距離移動に要する経費
の一部を補助します。

（新）介護サービス確保対策事業

不妊症などの治療費に対しての補助、新たに妊婦の歯科検診を創設し健康管理を
支援します。

（新）母子保健事業

林業生産コストの低減を図るために必要な高性能林業機械をリース支援により導
入します。

（新）林業･木材産業成長化促進対策事業林業費

茶臼山キャンプ場内にサニタリー棟（トイレ・シャワー室）を建設します。（新）茶臼山観光施設整備事業商工費

上町村民中駐車場から国道までの未舗装部分を中心に舗装や側溝設置等改良工事
を実施します。

（新）村道（中－２３号線）改良工事
土木費

水害の発生を防ぐため未整備の河畔林の整備を実施します。（新）河畔林整備事業

平成３２年度開校を目指し、学校の改造工事と設立準備会による教育課程などの検討
を行います。

（新）義務教育学校開校準備事業
教育費

安城市に居住する小中学生を対象にした親子留学をスタートします。（新）親子留学推進事業

各 会 計 別 予 算 の 比 較
伸 率 ％比 較３０年度予算額３１年度予算額区 分

４.２６６,０００１,５６９,０００１,６３５,０００一 般 会 計

△７.２△１６,７００９３,０００７６,３００国 民 健 康 保 険 会 計
特

別

会

計

６４.０２３,３００３６,４００５９,７００簡 易 水 道 会 計

△３.４△２,２００６５,３００６３,１００下 水 道 会 計

８.７１７,２００１９７,０００２１４,２００介 護 保 険 会 計

１.３２００１５,２００１５,４００根 羽 村 営 バ ス 会 計

△２.２△４００１８,５００１８,１００後 期 高 齢 者 医 療 会 計

５.０２１,４００４２５,４００４４６,８００合 計

４.４８７,４００１,９９４,４００２,０８１,８００総 合 計

（単位：千円）

農林水産業費
351,181 21.48%

総務費 309,964 18.96%

公債費
（繰上償還）
2 0.00%

公債費
（繰上償還）
2 0.00%

公債費（定期分）261,901 16.02%

公債費（定期分）261,901 16.02%

民生費 149,173 9.12%

衛生費 136,904 8.37%

教育費 255,458 15.62%

土木費 50,413 3.08%
消防費 36,285 2.22%

議会費 26,446 1.62%
商工費 56,211 3.44%予備費

1,000 0.06%

予備費
1,000 0.06%諸支出金

2 0.00%
災害復旧費　60 0.00%災害復旧費 60 0.00%

災害復旧費　60 0.00%災害復旧費 60 0.00%
積立金

24,699 1.51%

普通建設事業費
359,804 22.01%

補助費 262,703 16.07%

物件費 306,948 18.77%

人件費 262,946 16.08%

繰出金 106,630 6.52%
扶助費

43,889 2.68％

維持補修費
4,418 0.27％



平成３１年３月３１日 （４）広 報 ね ば 第１９１号

３
月
定
例
会

３１
年
度
一
般
会
計
予
算
等

２０
議
案
に
つ
い
て
審
議

３
月
５
日
・
６
日
・
１９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
３
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

般

質

問

議会だより
◆
下
井
敦
志
議
員

質
問

子
育
て
支
援
の
施
策
に
つ

い
て

①
出
産
祝
、
若
者
定
住
祝
金
の
支

給
基
準
の
改
正

②
村
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
、

奨
学
金
返
済
補
助
制
度
の
創
設

③
育
英
資
金
の
幅
広
い
活
用

回
答

①
村
民
の
皆
さ
ん
や
若
い

人
達
の
意
見
を
聞
く
中
で
、
安
心

し
て
子
育
て
を
し
て
頂
け
る
よ
う

改
正
の
検
討
を
し
て
い
く
。
定
住

祝
金
に
つ
い
て
も
必
要
の
都
度
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。

②
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
頂
け

れ
ば
給
付
型
や
返
済
を
支
援
す
る

制
度
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
村
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
聞
く

中
で
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
情

報
を
収
集
し
、
制
度
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

保
育
所
、
学
校
に
関
し
て

以
前
質
問
し
た
件
の
現
在
の
進
行

状
況
に
つ
い
て

①
山
ほ
い
く

②
学
校
給
食
無
償
化

③
小
中
学
校
の
通
学
路
に
お
け
る

安
全
確
保

回
答

①
村
で
は
１
週
間
で
５
時

間
以
上
屋
外
の
活
動
を
中
心
と
し

た
活
動
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
普

及
型
の
認
定
に
向
け
、
職
員
が
研

修
会
等
に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
、

平
成
３１
年
の
６
月
に
申
請
を
行
い
、

９
月
頃
認
定
を
頂
け
る
よ
う
進
め

て
い
る
。

②
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
重

要
な
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

早
い
段
階
で
導
入
す
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

③
駐
在
所
が
田
島
地
区
に
移
転
し

た
事
に
よ
り
、
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
生
活
安
全
、

交
通
安
全
の
面
で
非
常
に
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
に

は
ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
カ
ラ
ー
舗
装

条

例

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

３１
年
度
給
与
の
７
％
を
減
額

す
る
条
例
の
改
正
が
さ
れ
ま
し

た
。

◆
地
域
産
業
再
生
拠
点
施
設
の
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定

赤
坂
地
区
に
建
設
し
た
地
域

産
業
再
生
拠
点
施
設
（
ト
ラ
イ

ア
ル
ハ
ウ
ス
）
に
伴
う
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い

条
例
の
制
定
及
び
改
正
が
さ
れ

ま
し
た
。

◆
根
羽
村
営
住
宅
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
宅
の
建
設
に
伴
い
対
象
住

宅
に
関
す
る
記
載
の
改
正
が
さ

れ
ま
し
た
。

補

正

予

算

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
支
障
移
設

経
費
等
に
よ
り
、
１
億
７
１
４

当

初

予

算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

予
算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
予
算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特

別
会
計
予
算

◆
平
成
３１
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
２
・

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

や
照
明
の
設
置
等
し
て
頂
い
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
対
策
に
つ

い
て
万
全
な
対
応
を
し
て
い
く
。

８
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
１９
億
６
６
７
８
万
８
０
０

０
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

根
羽
村
水
源
の
郷
基
金
返
礼

品
事
業
費
等
に
よ
り
、
１
０
４

８
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
１９
億
７
７
２
７
万
４
０
０

０
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

療
養
給
付
費
等
に
よ
り
、
１

０
０
５
万
４
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
１
億
９
８
０
６
万
６

０
０
０
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

災
害
応
急
復
旧
事
業
費
の
確

定
に
よ
り
、
２
８
９
万
６
０
０

０
円
を
減
額
し
、
総
額
４
４
２

６
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
維
持

管
理
費
１
９
２
万
５
０
０
０
円

を
減
額
し
、
総
額
６
３
３
７
万

５
０
０
０
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

介
護
予
防
事
業
利
用
者
の
増

に
よ
り
、
２
３
７
万
４
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
７
２

０
万
１
０
０
０
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

基
盤
安
定
負
担
金
の
決
定
に

よ
り
、
８１
万
５
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
１
７
６
８
万
５
０

０
０
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

そ

の

他

◆
根
羽
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計

画
の
策
定

◆
平
成
３０
年
度
根
羽
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
空
調
設
備
の
設
置

に
係
る
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
、

承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
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小
・
中
学
校
教
職
員
の
方
々
が

年
度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
転
出

入
さ
れ
ま
し
た
。

根
羽
小
学
校

【
転
出
６
名
】

○
松
澤

君
代

教
頭
先
生

龍
江
小
学
校
へ
校
長
と
し
て

（
飯
田
市
）

○
黒
柳

祐
子

先
生

阿
智
第
一
小
学
校
へ（
阿
智
村
）

○
片
桐

清
史

先
生

潟
東
小
学
校
へ

（
新
潟
市
）

○
伊
藤

勇
真

先
生

城
南
中
学
学
校
へ

（
飯
山
市
）

○
仁
科

琴
乃

先
生

上
村
小
学
校
へ

（
飯
田
市
）

○
木
下

め
ぐ
み

先
生

松
川
中
央
小
学
校

（
松
川
町
）

【
転
入
６
名
】

○
前
原

修

教
頭
先
生

辰
野
南
小
学
校
よ
り（

辰
野
町
）

○
小
久
保

真
之

先
生

浪
合
小
学
校
よ
り

（
阿
智
村
）

○
北
原

沙
智

先
生

新
規
採
用

○
林

み
さ
き

先
生

新
規
採
用

○
石
川

千
晴

先
生

阿
智
第
一
小
学
校
よ
り（

阿
智
村
）

○
上
野

雄
登

先
生

天
龍
小
学
校
よ
り

（
天
龍
村
）

根
羽
中
学
校

【
転
出
６
名
】

○
塚
田

秀

教
頭
先
生

真
田
中
学
校
へ
校
長
と
し
て

（
上
田
市
）

○
齋
藤

由
紀
子

先
生

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
へ

（
飯
田
市
）

○
松
原

浩

先
生

高
陵
中
学
校
へ

（
飯
田
市
）

○
栁
澤

知
奈

先
生

退
職

○
北
原

健
治

先
生

退
職

○
小
林

志
奈
乃

先
生

櫻
ヶ
岡
中
学
校
へ

（
長
野
市
）

【
転
入
６
名
】

○
小
島

正
宏

教
頭
先
生

飯
田
東
中
学
校
よ
り（
飯
田
市
）

○
下
井

慈

先
生

旭
ヶ
丘
中
学
校
よ
り（
飯
田
市
）

○
牧
野

祐
治

先
生

高
陵
中
学
校
よ
り

（
飯
田
市
）

○
松
木

俊
彦

先
生

高
陵
中
学
校
よ
り

（
飯
田
市
）

○
田
中

義
憲

先
生

信
大
附
属
松
本
中
学
校
よ
り

（
松
本
市
）

○
北
原

知
佳

先
生

新
規
採
用

役
場
職
員
の
異
動

◇
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

総
務
課

宮
島

眞
洋（
飯
田
市
）

浅
井

呂
空（
豊
田
市
）

住
民
課

久
保
田
洋
平（
飯
田
市
）

人
の
動
き

平平
成成
３３１１
年年
度度

根
羽
村
消
防
団
役

根
羽
村
消
防
団
役
員員

平
成
３１
年
度
の
消
防
団
の
役
員

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防

に
も
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

団

長

鈴
木

伸
弥

副
団
長

松
下

直
樹

本
部
長

鈴
木

孝
宏

喇
叭
長

南
木

一
美

旗

手

松
下

剛
樹

第
一
分
団

分

団

長

石
原

秀
平

副
分
団
長

石
原

弘
章

〃

藤
城

友
宏

〃

原

淳
也

第
二
分
団

分

団

長

西
尾

真
吾

副
分
団
長

加
藤

雅
晃

〃

筒
井

邦
典

国保に加入する人

国保のしくみ

届け出がおくれると…

国保とは、病気やけがをしたときに安心してお医者さんへかかれるように、加入者（被保険者）が
お金（国保税）を出し合って、医療費を補助する制度です。

◆保険証がない期間の医療費はやむを得ない場合を除き全額自己負担となります。また、保険税
は届け出をした日からの加入ではなく、資格を得た日までさかのぼって支払うことになります。

【遡及賦課（そきゅうふか）】
◆資格のない保険証で医療機関を受診した場合、医療費の返還をしなければなりません。

職場の健康保険等に加入している人、後期高齢者医療制度の対象者、生活保護を受けている人以外
のすべての方が国保の加入者となります。
※加入は世帯ごととなり、加入に関する届け出は世帯主が行います。
届け出は、取得や喪失の事由が発生した時から14日以内に役場窓口へ申請してください。

・職場の健康保険等の資格を喪失したとき
（退職日の翌日）
・他市町村から転入したとき
・子どもが生まれたとき
・生活保護を受けなくなったとき

・職場の健康保険等に加入したとき
・他市町村へ転出したとき
・死亡したとき
・生活保護を受け始めたとき
・後期高齢者医療制度の対象となったとき
（75 歳の誕生日から）

加入するとき やめるとき
国保についての
お問い合わせは
役場住民課へ
お願いします。

国民健康保険のしくみ＆届出
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

村
で
は
年
々
、
児
童
生
徒
数
が

減
少
し
、
今
後
更
に
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
る
中
、
児

童
生
徒
に
確
か
な
学
力
、
豊
か
な

心
、
健
や
か
な
育
み
等
を
育
成
で

き
る
活
力
あ
る
学
校
を
、
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
す
る
こ
と
が
課
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
で

も
数
年
後
に
複
式
学
級
が
始
ま
る

こ
と
を
見
据
え
、
教
育
委
員
会
で

は
平
成
２８
年
か
ら
、「
学
校
の
在

り
方
」
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま

し
た
。

平
成
２９
年
に
は
、
学
校
職
員
・

議
会
・
行
政
と
一
緒
に
大
町
市
立

美
麻
小
中
学
校
の
視
察
を
行
い
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
研
究
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

更
に
平
成
３０
年
４
月
、新
た
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
あ
る
べ
き
姿

を
検
討
す
る
「
新
た
な
学
校
検
討

委
員
会
」
を
発
足
し
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
４
回

の
会
議
と
白
川
郷
学
園
の
視
察
を

経
て
、
１
月
の
検
討
委
員
会
で

「
義
務
教
育
学
校
の
導
入
に
向
け
て

進
む
べ
き
」
と
の
答
申
を
頂
き
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
村
で
は
、
平
成

３２
年
４
月
に
「
義
務
教
育
学
校
」

を
設
立
に
向
け
て
、
２
月
に
「
義

務
教
育
学
校
設
立
準
備
委
員
会
」

を
発
足
し
、
具
体
的
な
課
題
に
つ

い
て
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

新
た
な
学
校
へ
の
検
討
経
過

義
務
教
育
学
校
と
は

義
務
教
育
学
校
の
メ
リ
ッ
ト

①
ひ
と
つ
の
職
員
集
団

学
校
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
で
、

職
員
室
も
ひ
と
つ
に
な
り
、
教
職

員
も
小
中
学
校
間
の
「
カ
ベ
」
が

取
り
払
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
面
、
学
習
面
を
９
年
間
一
貫
し

て
指
導
・
支
援
が
で
き
ま
す
。

課
題
に
対
し
て
、「
小
か
中
か
？
」

「
何
年
生
か
？
」
で
は
な
く
、「
学

校
全
体
」
で
と
ら
え
、
学
校
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
職
員
の
柔
軟
な
配
置

教
職
員
は
原
則
と
し
て
小
学
校

と
中
学
校
の
両
方
の
免
許
を
も
っ

た
先
生
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
今
後
、

ク
ラ
ス
数
が
減
る
こ
と
で
、
県
か

ら
配
置
さ
れ
る
教
員
も
減
少
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
義
務

教
育
学
校
に
な
れ
ば
、
校
長
先
生

の
裁
量
で
柔
軟
に
職
員
配
置
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
教
員
の
専
門
性

を
活
か
し
、
小
学
生
か
ら
英
語
や

算
数
な
ど
教
科
担
任
制
を
導
入
す

義
務
教
育
学
校
は
、
平
成
２８
年

４
月
か
ら
新
し
く
で
き
た
学
校
制

度
で
、
小
学
校
６
年
間
と
中
学
校

３
年
間
を
一
貫
し
て
行
う
学
校
で

す
。
平
成
２９
年
度
に
は
全
国
で

２９

４８

校
（
長
野
県
で
は
２
校
）
あ
り
ま

す
。今

ま
で
根
羽
小
学
校
、
根
羽
中

学
校
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
し
た
が
、
義
務
教
育
学
校
に
な

る
と
ひ
と
つ
の
学
校
と
な
り
、
１

年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
が
一
緒
に

学
ぶ
学
校
に
な
り
ま
す
。
入
学
式

や
卒
業
式
の
ほ
か
、
学
校
行
事
も

合
同
で
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

地
域
や
家
庭
で
考
え
る
「
こ
ん

な
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
目
指
す
姿
」「
学
力
向
上
」「
子

ど
も
た
ち
の
抱
え
る
課
題
」
な
ど

の
解
決
に
向
け
て
、
学
校
・
教
育

委
員
会
が
独
自
で
９
年
間
を
見
通

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
白
川
郷
学
園
で

は
「
村
民
学
」
と
い
う
独
自
の
教

科
で
地
域
学
習
を
行
な
っ
た
り
、

外
国
語
授
業
を
１
年
生
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
９
年
生
に
向
け
て

継
続
的
に
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

④
教
育
環
境
の
変
化
へ
の
対
応

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
り「
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
や
「
小

学
校
か
ら
の
英
語
」「
小
中
学
校

の
道
徳
の
教
科
化
」
等
、
教
育
環

境
の
大
き
な
変
化
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
現
中
学
２
年
生
の
大
学
入
試

と
そ
れ
に
伴
う
高
校
教
育
も
変
わ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
い
ち

早
く
対
応
で
き
る
の
が
、
義
務
教

育
学
校
で
す
。

例
え
ば
、
中
学
生
で
学
ぶ
内
容

の
一
部
を
小
学
校
の
高
学
年
で
前

倒
し
を
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
９
年
生
で
の

受
験
対
応
の
時
間
を
増
や
す
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
義

務
教
育
学
校
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。

平平平
成成
３３２２
年
度

小
中
学
校
を
統
合

年
度

小
中
学
校
を
統
合
しし

新
た
新
た
にに「
義
「
義
務務
教
育
教
育
学学
校
」
校
」設設
立立
へへ
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今
後
の
進
め
方

「
義
務
教
育
学
校
設
立
準
備
委

員
会
」で
は「
運
営
部
会
」「
教
育
課

程
部
会
」「
広
報
・
庶
務
部
会
」の
専

門
部
会
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

「
運
営
部
会
」で
は
学
校
目
標
、教

育
理
念
、
学
校
施
設
整
備
、
推
進

日
程
な
ど
、「
教
育
課
程
部
会
」
で

は
教
育
課
程
、
年
間
行
事
計
画
、

時
間
割
、
学
習
・
生
活
指
導
な
ど
、

「
広
報
・
庶
務
部
会
」
で
は
学
校

名
・
校
歌
・
校
章
な
ど
を
担
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
は
、
学
校
や

保
護
者
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
検

討
し
た
こ
と
を
全
体
会
で
協
議
し
、

決
定
し
て
行
き
ま
す
。

保
護
者
や
住
民
の
皆
さ
ん
に
は

進
捗
状
況
に
合
わ
せ
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

第21回 福祉と健康の集い第21回 福祉と健康の集い
平成３１年３月３日（日）しゃくなげにて、第２１回福祉と健康の集いが盛大に開催されました。

午前の部 足助病院言語聴覚士近藤真波先生の「お口の体操と講和」

足助病院 院長 早川富博先生による「明るく・楽しく・元気よく」と題した講演会

会場では足助病院の看護師さん達による、健康相談コーナー

午後の部 福祉功労者３名と１団体の表彰。

落語家 立川談慶さんによる「笑いと健康」と題した講演会と落語（大杉大学共催）

当日は、杉っ子、ぽてとの会、梅の会、傾聴ボランティア「和」による各種販売が行われ、会場に花を添

えていただき、総勢１０４名の方々にご参加いただきました。

足助病院 近藤先生によるお口の体操

式典表彰者 大杉大学生からの花束贈呈立川談慶さんによる講演

足助病院 院長 早川富博先生による講演会

こ
の
１６
年
間
に
わ

た
り
、「
根
羽
川
の
伊

達
直
人
」
さ
ん
と
い

う
方
か
ら
放
流
事
業

へ
の
寄
付
金
を
頂
い

て
い
ま
す
。
根
羽
村

の
応
援
や
根
羽
川
で

の
釣
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
い
う
有

難
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

毎
回
同
封
頂
い
て
お

り
、
漁
協
組
合
と
し

て
も
、
釣
り
人
が
楽

し
め
る
よ
う
放
流
事

業
、
釣
場
管
理
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

４
月
２
日
よ
り
渓

流
釣
り
が
解
禁
し
ま

す
の
で
、
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

根
羽
川
漁
業

協
同
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ
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にぎわう四季桜 鳴海寿勇（飯田市）

地球ステーション・ネバー
鈴村嘉章（名古屋市）

コウヤマキと農婦
下川清光（西尾市）

雪化粧 熊崎元子（飯田市）

中日新聞社賞

南
信
州
新
聞
社
賞

初行帰山初水行
菅沼春彦（飯田市）

紅葉 伊藤孝行（松川町）

冬が来る前に 林 良久（飯田市）

観光協会長賞審査員特別賞

優
秀
賞

晩秋の滝雲
中根武司（岡崎市）

飼い主の幸山さんと
可愛い牛のゆきちゃん
實原幸代（阿智村）

中
日
写
真
協
会
賞

写
真
刊
賞

今
年
度
実
施
し
ま
し
た
、第
４３
回
ふ
る
さ
と
根
羽
村
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト「
秋
・
冬
の
部
」に
お
い
て
９
名
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
満
開
の
四
季
桜
と
そ
の
周
り
で
人
々
が
賑
わ
う
瞬
間

を
捕
ら
え
た
作
品
が
村
長
賞
に
、茶
臼
山
か
ら
望
む
山
脈
を
飲
み

込
む
よ
う
な
滝
雲
を
写
し
た
作
品
が
観
光
協
会
長
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

当
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
現
在
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド

に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、本
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
只
今「
春
・
夏
の
部
」の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。是
非
多
く
の
方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。村

長
賞

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞

第43回
「「「「「「
秋秋秋秋秋秋秋秋秋・・冬冬冬

果果果果

審
査
会
結

部
」」審審
査

の
部
ののの
部
審
査
会
結
果

の
部部
」」審審
査査

結
果果

「
秋・冬
の
部
」審
査
会
結
果

「
秋・冬
の
部
」審
査
会
結
果

ふ
る
さ
と
根
羽
村

　　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ふ
る
さ
と
根
羽
村

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト


